
緊急通報ダイヤル
消防機関　119番
警察機関　110番

想定浸水深
5.0m～10.0m未満

3.0m～5.0m未満

0.5m～3.0m未満

～0.5m未満

浸水想定区域

水域

対象ため池

福祉避難所　　　　　

指定緊急避難場所　　　　　

警察・消防

時間毎浸水到達地点

凡  例

土砂災害（特別）警戒区域

指定緊急避難場所
兼指定避難所

ため池の中は危険です。
絶対に立ち入らないで下さい。

ため池内への立入禁止

100ｍ0 500ｍ 1000ｍ

浪岡（吉野田・郷山前）地区  避難所一覧
施設名 所在地

浪岡野沢公民館

浪岡大字吉野田字木戸口10-1

浪岡大字吉野田字平野51-2

浪岡大字樽沢字村元313-4

浪岡大字樽沢上野74-1

浪岡大字樽沢村元330-7

浪岡大字吉野田字木戸口10-1

浪岡大字郷山前字上野62-5

災害時の避難所　

指定緊急避難場所
兼指定避難所

福祉避難所

吉野田児童館吉野田児童館

郷山前農村センター郷山前農村センター

浪岡野沢小学校浪岡野沢小学校

吉野田農村センター吉野田農村センター
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浪岡大字女鹿沢字野尻14-1

浪岡大字女鹿沢字野尻14-1

健康の森花岡プラザ健康の森花岡プラザ

花岡農村環境改善センター花岡農村環境改善センター

浪岡消防団第１5分団
樽沢警察官駐在所

吉野田農村センター

吉野田児童館

浪岡野沢公民館

野沢公園 健康の森花岡プラザ

花岡公園

花岡農村環境改善センター

浪岡野沢小学校

郷山前農村公園

郷山前農村センター

● 吉野田新溜池

●  熊沢溜池

熊沢溜池

●  

● 三太溜池

（総貯水量 432,000㎥）（総貯水量 432,000㎥）

（総貯水量 438,354㎥）（総貯水量 438,354㎥）

（総貯水量 438,354㎥）（総貯水量 438,354㎥）

（総貯水量 273,024㎥）（総貯水量 273,024㎥）

5分後

5分後

10分後

10分後

15分後

45分後

30分後

30分後

60分後

60分後

板柳町

青森市

藤崎町

No.22 青森市浪岡（吉野田・郷山前）地区 ため池ハザードマップ　
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青森市ため池ハザードマップ
■青森市　総務部 危機管理課　　　　電話番号 017-734-5059

■青森市　浪岡振興部 総務課　　　　電話番号 0172-62-1111 

■青森市　農林水産部 農地林務課　　電話番号 0172-62-1179

豪雨により、貯水位が急激に上昇し、堤体を超えて流
れ出すと、下流斜面を流下することによって、破壊す
る場合がある。また、貯水位の上昇により、堤体内の
水圧も上昇し、強度が低下して破壊する場合がある。

貯留した水と降雨が堤体の中に浸透して、堤体内部
の水分量が増加し、堤体の法面部の強度が低下する
ことによって、法面部ですべりが発生し破壊する場合
がある。

堤体の頂部などにクラック（亀裂）が発生する場合が
ある。堤体の上下流方向に生じるクラック（亀裂）は水
みちとなることがあり、特に注意が必要である。

堤体内部が劣化して、水を遮る機能が低下すると、貯
水位が上昇した時に堤体の中の水圧も上昇して強度
が低下し、破壊する場合がある。また堤体内に上流か
ら下流に向かう水みちが発生し破壊する場合がある。

堤体の形状をほぼ保ち、クラック（亀裂）などを伴いな
がら堤体が沈下する場合がある。多くは軟らかい地盤
で発生している。

堤体法面の上部が沈下し、下部がはらんで変形が生じ
る場合がある。

地震動により堤体の法面にすべりが発生する場合が
ある。

堤体や地盤が大きく変化し、崩壊する場合がある。決
壊に至ることが多く、堤体や基礎地盤の液状化による
ものと考えられる。
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ため池決壊のメカニズム各避難先の説明

各避難施設や避難場所
の説明

地
震
に
よ
る 

た
め
池
の
被
災
形
態

豪
雨
に
よ
る 

た
め
池
の
被
災
形
態

青森地方気象台 あおもり防災情報（青森県）
https://www.jma-net.go.jp/aomori/ https://twitter.com/aomori_bousai

越流

越流浸食

降雨浸透

パイピングホール

貯水からの浸透

　このマップは、農業用ため池が大雨等によ
り、万が一にも堤が壊れ、皆さんの地域にた
め池の貯水が流失した場合を想定して作成し
たものです。
　近年のゲリラ豪雨（局地的大雨）や大地震
時には特に注意し、浸水想定区域で居住また
は作業を行っている方は、速やかに２階など
高いところに避難が必要です。
　ため池の貯水は、流出してしまうと徐々に
水は引きますが、ため池の周辺には沢や川が
あるため、継続して雨が降っている場合は完
全に水が引くまで高いところに避難してくだ
さい。
　避難をするときには、テレビ・ラジオ等の
気象情報をこまめに確認し、動きやすい服装
で、事前に徒歩にて足元に十分注意して避難
を行ってください。

ため池ハザードマップについて
　浸水が予想される場合は、浸水想定区域外や
避難場所、建築物等の上層階など、安全な場所
へ避難することが基本ですが、外への避難が危
険な場合には、自宅の２階などに避難して救助
を待ちましょう。

　２階以上が浸水する場所では、早期に安全な
場所へ立ち退き避難しましょう。ただし、浸水
しない階がある場合は、状況を踏まえ屋内での
安全確保をすることも考えてみましょう。

消防・警察・町会・
町内会等の災害情報

福祉避難所

指定緊急避難場所

災害発生以後、屋内に避
難スペースを有し、一定期
間滞在できる施設

危険が切迫した場合に一
時的に避難する場所

指定避難所のうち、避難
所での生活に特別な配慮
を必要とする方の受入を
行う施設

指定緊急避難場所
兼指定避難所


